
　　　　

2026 年 1 月 10 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・長期休暇での買い物学習。
・外部施設での機能訓練室利用。

（別添資料１）

家族支援

・モニタリング・面談を行い様子の共有や課題の見直しを行います。
・子育ての困りごとへの相談援助。
・法人内併設部門（居宅・行動援護・移動支援）との連携。

移行支援

・進学先・就労先、施設との情報を共有。
・進路についての相談・助言。

地域支援・地域連携

・サービス担当者会議への参加。
・相談支援事業所との連携。 職員の質の向上

・外部研修
・強度行動障害支援者養成研修に職員受講。
・資格取得支援。

支　援　内　容

・食事・排泄・着替え・片付け等の基本的な生活習慣を身につけられる様支援します。
・定期的な心身の把握（毎回体温測定・気分把握）
・特性を配慮し構造化を意識した部屋のレイアウトで支援しています。

・良い姿勢で活動できるよう椅子や机のセッティング、必要に応じて姿勢矯正椅子も使用しています。
・個別での取り組みでは集中しやすいようにパーテーションや部屋を分けて活動しています。
・健康つくりのために、散歩やウォーキングマシーンを使用しています。
・感覚の過敏性や個々の状況に応じてカームダウンスペースを設置しています。

本
人
支
援

・興味、関心のあることを引き出し、それを得意な事として捉えられる様に支援します。
・自立課題の内容として、マッチング課題、分類課題、構成課題、概念の習得を通して認知機能の発達を促します。
・スケジュールの視覚化、環境の構造化で分かりやすい活動空間にしています。

・言語によるコミュニケーションに加え、絵カードでの支援や指差しジェスチャーなどを含めた非言語コミュニケーションも活用します。
・報告、要求、困った時には援助要求が出来るように、生活の中で場面を設定し大人に伝えられるよう経験を積んで行きます。

・余暇の幅を広げていく為に様々な活動を提供します。
・生活に必要なルールやきまりを学べるよう支援します。
・簡単なルールのある遊びを大人を交えて一緒に楽しみ協調性を育みます。

支援方針

一人一人の特性を理解し、見通しを持って活動出来るよう支援します。
生活スキルを身に着けていくために、スモールステップで取り組み自宅に般化することを目指しています。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
いづれ来る親から手が離れる日を考えて、自分で出来る事を増やし、余暇を楽しく過ごすことが出来るようご家族と一緒に考えていきます。
ご家族の良き相談事業所であり、安心して子供を任せられる場所でありたいです。

事業所名 きょうちゃん 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）


